
あなたのまちのさんぽセンター紹介 第8回 

協会けんぽとの調停式

コラムを、愛知支部が発行する「けんぽ委員だより」の

誌面にて「教えて さんぽ！」というタイトルで令和４年

９月号～令和５年４月号までの全８回の長期連載をさ

せていただきました。また、愛知支部が発行する「健康

宣言サポートBOOK」のなかにも当センターの事業紹介

と活用促進を掲載いただきました。

　また、協会けんぽに寄せられた事業主の意見とし

て、メンタルヘルスに関して分からないことが多いとい

うことから、愛知支部と当センターが共同でメンタルヘ

ルスに関して実例に応じた動画を複数作成し、愛知支

部のHP（協会けんぽ愛知支部コラボヘルス＞応援団

の部室）に公開しております。この動画のなかでも当セ

ンターへの利用を勧奨しています。このように、産業保

健活動の充実を目指す意欲の高い加入者・事業主の

皆様に対しての周知活動を通じて、産業保健活動及

び当センターの理解を深め、無料の事業場訪問支援

により社内体制づくりの充実を通してお役に立てれば

と思っております。

　令和５年９月19日に全国健康保険協会愛知支部

（以下「愛知支部」という）と愛知産業保健総合支援

センター（以下「当センター」という）の間で「愛知県民

の健康づくりの推進に向けた包括的事業連携に関す

る協定書」を結びました。全国健康保険協会は主に中

小企業にお勤めの方とそのご家族が加入する日本最大

の医療保険者であり、加入者の皆様の健康増進を図

るとともに、良質かつ効率的な医療が享受できるよう

にし、もって加入者及び事業主の皆様の利益の実現を

図ることを協会の基本使命とし、保険給付はもとより、

さまざまな保健活動を行っています。

　各県に支部を持っており、愛知県の場合は愛知支部

になります。愛知支部では令和５年度の健康宣言登録

事業場数が9,000社で全国１位の実績となっており、今

回の協定を通じ、愛知県内の多数の労働者及び事業主

に対して発信力がある愛知支部と、事業場における産

業保健活動に対してのさまざまなサービスを提供でき

る当センターが協力・連携することによって、労働者の

心身の健康増進に取り組むこと、すなわ

ち、メンタルヘルス対策や治療と仕事の

両立支援など具体的な産業保健活動に

取り組む事業場を増やすことを目的とす

るものです。

　協会けんぽの加入事業者の多くが中

小企業であることから、初めに、当センタ

ー及び地域窓口で行っている中小企業

向けの支援として実施している、健康診

断結果についての医師からの意見聴取、

治療と仕事の両立支援、メンタルヘルス

対策支援について分かりやすく記載した
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協会けんぽ愛知支部と協定締結・緑十字展での
周知活動について愛 知
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　今年度、全国産業安全衛生大会が令和５年９

月27日から29日までの３日間名古屋市で開催さ

れ、全国産業安全衛生大会と同時開催された緑

十字展に当センターも参加しました。全国産業

安全衛生大会は毎年全国各地で開催しており、

今年で82回、愛知県での開催は８年振りになり

ます。厚生労働省をはじめとしてさまざまな公的

機関が後援し、来場者人数も多く、産業安全衛

生関係の大きなイベントのひとつです。緑十字展

は、全国産業安全衛生大会と同時に開催される

安全衛生関係の展示等を行う大規模な展示会

になります（今年度は223の会社・団体が参加

し、来場人数は３日間で約２万５千人でした）。

　昨年度は福岡県で開催され、福岡産保センター

も参加しており、当センターも周知活動の一環と

して参加しました。今回の緑十字展については昨

年度に入ってから急遽参加を決めたこともあり、

限られた予算のなかで展示テーマを何にするかも

含めバタバタで進みましたが、当センターのアピールとし

て、当センターの概略、両立支援に係る説明及び実際

に行った両立支援の好事例をまとめたポスター展示、

愛知支部との連携において産業保健活動を分かりや

すく解説した連載コラム「教えて さんぽ！」８回分を１

冊のリーフレットに印刷製本した資料の配布、連携活

動の一環として中部労災病院の糖尿病治療と仕事の両

立支援活動やそれにともなう「就労と糖尿病治療両立

支援手帳」「中部労災病院オリジナル健康レシピ本」

等を周知しました。

　開催期間中には、産業保健関係者を中心に多くの

方にブースを訪れていただき、ポスターの内容、当セン

ター事業活用についての質問も多く受け、当センター

のアピールができてよかったと思っております。愛知県

内における当センターの認知度が高いとは言えないな

か、認知度向上のためにもさまざまな場所で周知活動

を繰り返すことが大事だと思いました。

　また、今年度は看護大学生の研修も受け入れること

となっており、これからの産業保健の現場で活躍する

若い方々に産保センターの役割や支援事業の重要性を

理解していただく機会になればと思っております。今後

もさまざまな団体と連携し、地域に根差した活動がで

きればと思っておりますので気軽にお声をかけていた

だければと思います。

「教えて さんぽ！」の誌面
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